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２
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入
来
院
氏
が
６
０
０
年
に
及
ぶ
拠
点
と
し
た
入

来
の
地
（
薩
摩
川
内
市
入
来
町
）
は
、
入
来
麓
の
武

家
屋
敷
群
が
残
り
、
清
色
城
跡
も
残
っ
て
い
る
。
清

色
城
は
、
東
北
に
川
内
川
下
流
の
樋
脇
川
（
清
色
川
）

を
抱
き
、
西
南
に
谷
が
巡
る
中
世
の
山
城
で
、
本
丸

の
ほ
か
５
つ
の
主
な
曲
輪
を
配
し
、
山
上
に
水
田
も

あ
っ
た
と
い
う
。
入
来
麓
は
そ
の
麓
に
形
成
さ
れ
た

武
家
集
住
地
で
、
玉
石
垣
と
生
垣
が
連
続
し
た
区
割

り
の
歴
史
的
景
観
が
残
っ
て
い
る
。 

入
来
院
氏
は
、
相
模
国
渋
谷
庄
の
地
頭
・
渋
谷
光

重
が
宝
治
元
年
（
１
２
４
７
年
）
の
宝
治
合
戦
の
恩

賞
と
し
て
、
薩
摩
北
部
の
東
郷
、
祁
答
院
、
高
城
、

入
来
院
、
鶴
田
の
領
地
を
得
て
、
次
男
か
ら
六
男
を

下
向
さ
せ
た
の
が
始
ま
り
で
、
五
男
・
定
心
が
入
来

院
氏
の
祖
で
あ
る
。
こ
の
渋
谷
５
宗
（
族
）
の
中
で

は
、
入
来
院
氏
の
威
勢
が
最
も
揚
が
り
、
他
の
一
族

と
よ
く
連
携
を
保
っ
た
。
６
代
重
門
か
ら
戦
国
時
代

の
終
わ
り
ま
で
２
０
０
余
年
に
渡
っ
て
島
津
氏
と
死

闘
を
続
け
た
が
、
島
津
氏
と
利
害
が
一
致
す
る
時
は

よ
く
協
力
も
し
あ
っ
て
い
た
。『
入
来
町
誌
（
上
巻
）』

に
添
付
さ
れ
て
い
る
入
来
院
の
系
図
で
、
一
番
左
側

の
溝
口
萬
五
郎
が
私
の
祖
父
で
あ
る
。 

清
色
城
は
島
津
氏
に
落
城
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
。
応
永
２
年
（
１
３
９
６
年
）
に
守
護
島
津
元

久
か
ら
攻
め
ら
れ
た
時
に
は
、
菱
刈
氏
、
牛
屎
氏
の

応
援
を
得
て
退
け
た
（
山
引
合
戦
）。
し
か
し
、
応
永

４
年
（
１
３
９
８
年
）
に
、
島
津
元
久
軍
５
千
、
島

津
伊
久
の
軍
２
千
等
の
大
軍
に
よ
っ
て
清
色
城
が
包

囲
さ
れ
た
際
に
は
、食
料
が
尽
き
た
た
め
和
を
求
め
、 
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             元
久
が
こ
れ
を
許
し
囲
み
の
一
角
を
解
い
た
の
で
、

７
代
重
頼
は
城
を
棄
て
て
逃
げ
た
。
城
は
伊
集
院
頼

久
が
領
し
た
が
、
入
来
郷
民
の
反
抗
に
あ
っ
て
頼
久

は
城
を
去
り
、
応
永
１
８
年
（
１
４
１
１
年
）
に
重

頼
・
重
長
（
８
代
）
父
子
が
清
色
城
を
奪
回
し
た
。 

            

 

他
方
、
島
津
氏
と
の
協
力
関
係
で
特
に
目
を
引
く 

の
は
１
１
代
重
聡
で
あ
る
。
文
明
５
年
（
１
４
７
３ 

年
）
に
元
服
し
、
延
徳
２
年
（
永
伝
元
年
、
１
４
９

０
年
）
に
父
・
重
豊
の
譲
を
受
け
家
督
と
な
っ
た
。

永
正
５
年
（
１
５
０
８
年
）
に
守
護
島
津
忠
昌
（
奥

 

入来院の系図（抜粋） 
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州
家
）
が
自
害
し
た
後
、
後
を
継
い
だ
島
津
忠
治
、

忠
隆
の
兄
弟
と
も
に
短
命
で
あ
っ
た
が
、
重
聡
は
、

忠
治
に
よ
く
協
力
し
、
忠
治
か
ら
父
の
よ
う
に
信
頼

を
寄
せ
た
書
状
が
５
通
残
っ
て
い
る
。
南
九
州
は
大

き
な
騒
乱
状
態
と
な
り
薩
隅
日
の
「
三
州
大
乱
」
と

い
わ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
が
、
忠
治
の
末
弟
・
島
津

勝
久
（
忠
兼
）
を
軸
に
、
島
津
実
久
（
薩
州
家
）
と
、

島
津
忠
良
（
日
新
斎
、
相
州
家
）・
貴
久
父
子
の
三
つ

巴
の
争
い
と
な
っ
た
。 

薩
州
家
・
実
久
は
、
北
薩
地
域
に
勢
力
を
拡
張
し

て
い
た
た
め
、
川
内
川
下
流
域
の
権
益
を
巡
っ
て
渋

谷
氏
一
族
と
対
立
し
、
忠
良
父
子
と
入
来
院
氏
と
の

利
害
関
係
が
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
重
聡
は

忠
良
父
子
の
味
方
が
ほ
と
ん
ど
な
い
中
で
、
忠
良
父

子
と
提
携
し
て
各
地
の
合
戦
に
出
陣
し
て
活
躍
し
た

ほ
か
、
娘
（
雪
窓
院
）
を
貴
久
に
嫁
が
せ
、
天
文
２

年
（
１
５
３
３
年
）
に
長
男
・
義
久
、
天
文
４
年 

 

（
１
５
３
５
年
）
に
二
男
・
義
弘
、
天
文
６
年 

 
 

（
１
５
３
７
年
）に
三
男
・
歳
久
が
誕
生
し
て
い
る
。

貴
久
は
天
文
１
４
年
（
１
５
４
５
年
）
に
守
護
職
を

承
継
し
、
父
・
忠
良
の
補
佐
に
よ
っ
て
善
政
を
施
し

た
。
忠
良
は
聡
敏
で
仁
慈
の
心
が
厚
く
、
い
ろ
は
歌

を
作
っ
て
領
民
を
教
化
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

重
聡
の
嫡
子
・
１
２
代
重
朝
は
、
天
文
４
～
５
年

（
１
５
３
５
～
６
年
）
頃
に
家
督
を
承
継
し
た
。
重

朝
の
時
代
に
は
、
川
内
地
方
全
土
の
ほ
か
錦
江
湾
に

到
る
地
方
に
ま
で
勢
力
を
広
げ
た
。
広
大
な
所
領
を

手
に
入
れ
た
。
し
か
し
、
重
朝
は
驕
傲
な
ふ
る
ま
い

を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
入
来
院
氏
の
勢
力
拡
大
を

お
そ
れ
た
貴
久
は
、
こ
れ
を
戒
め
て
領
地
の
一
部
を

没
収
し
た
。
天
文
１
３
年
（
１
５
４
４
年
）
に
は
、

重
朝
の
妹
で
貴
久
の
室
の
雪
窓
院
が
病
没
し
た
。
重

朝
は
、
天
文
１
７
年
（
１
５
４
８
年
）、
加
治
木
の
肝

付
氏
、
帖
佐
の
祁
答
院
氏
、
蒲
生
氏
ら
と
組
ん
で
島

津
氏
に
敵
対
し
た
が
、
翌
年
に
加
治
木
城
が
陥
落
す

る
と
、
罪
を
謝
し
降
伏
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
重
朝
は
、

じ
ん
じ 

き
ょ
う
ご
う 

じ
っ
し
ん
さ
い 
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天
文
２
３
年
（
１
５
５
４
年
）、
祁
答
院
氏
、
蒲
生
氏

ら
と
連
合
し
て
ふ
た
た
び
島
津
氏
に
叛
い
た
が
、
岩

剣
城
の
戦
い
、
蒲
生
城
の
戦
い
で
敗
れ
、
渋
谷
一
族

は
本
領
に
退
い
た
。 

重
朝
を
継
い
だ
１
３
代
重
嗣
は
、
父
・
重
朝
と
違

っ
て
勤
仕
の
礼
を
怠
ら
な
か
っ
た
た
め
、
貴
久
の
信

任
も
厚
く
恩
免
を
受
け
、
永
禄
２
年
（
１
５
５
９
年
）

に
は
鹿
児
島
の
知
行
地
を
拝
領
し
て
い
る
。し
か
し
、

永
禄
年
間
（
１
５
５
８
年
～
１
５
６
９
年
）
に
な
る

と
、
貴
久
は
薩
隅
２
州
の
ほ
と
ん
ど
を
征
服
し
、
天

文
年
間
か
ら
頑
強
に
抵
抗
し
て
い
た
渋
谷
一
族
も
、

入
来
院
氏
と
東
郷
氏
を
残
す
だ
け
と
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
重
嗣
は
、
元
亀
元
年
（
１
５
７
０
年
）
に
東

郷
氏
と
親
族
会
議
を
開
き
、
領
土
を
こ
と
ご
と
く
献

じ
て
島
津
氏
に
降
伏
し
た
。貴
久
は
、こ
れ
を
許
し
、

入
来
院
氏
に
清
色
（
入
来
院
）、
東
郷
氏
に
東
郷
を
与

え
た
。
入
来
院
氏
の
存
亡
を
か
け
た
英
断
で
あ
っ
た

が
、
存
続
で
き
た
基
礎
に
は
重
聡
の
島
津
氏
と
の
協

力
関
係
の
存
在
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
入
来

村
史
』
は
、
こ
の
場
面
を
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
記
述

す
る
。 

「
此
の
頃
島
津
氏
の
武
威
旭
日
の
天
に
冲
す
る

勢
あ
り
、
さ
し
も
に
強
勢
を
恃
み
て
天
文
年
間
よ
り

頑
強
に
抵
抗
せ
し
渋
谷
一
族
も
、
遂
に
勢
窮
ま
り
、

元
亀
元
年
正
月 

重
嗣 

親
族
を
会
し
、
議
し
て
曰

く
。
我
が
族
島
津
氏
に
抗
争
す
る
事
久
し
、
今
や
一

族
孤
立
す
る
に
至
り
、
為
す
べ
き
の
道
尽
き
た
り
、

悉
く
領
土
を
献
じ
罪
を
軍
門
に
請
は
ん
と
、
一
族
之

に
同
意
す
。」 

重
嗣
の
子
・
１
４
代
重
豊
の
代
に
な
る
と
、
入
来

院
氏
は
、
島
津
氏
の
日
向
平
定
（
天
正
４
年
、 

 
 

１
５
７
６
年
）
、
耳
川
の
大
合
戦
（
天
正
６
年
、 

 
 

１
５
７
８
年
）、
肥
後
征
伐
（
天
正
８
年
、
１
５
８
０

年
）
と
相
次
い
で
従
軍
し
活
躍
を
し
て
い
る
。
重
豊

の
後
は
島
津
氏
か
ら
た
び
た
び
養
子
に
迎
え
、
島
津

氏
の
一
門
と
し
て
遇
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
完
） 

き
ん
し 

た
の 

こ
と
ご
と 


